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南瓜 (C.maxima)の結実及ぴ果実成分

に関する研究(第1報)

南瓜の生育並びに果実成分に及ぼす気象要素の影響

田 村 勉本

Studies on the fruiting and certain constituents of fruit 

in squash (C. maxima). (1) 

Influence of climatological factors un the growth and 

constituents of fruit 

By 

Tsutomu TAMURA* 

I 緒 百

従来洋種南瓜は北海道の様に冷涼な気象条件の下で

栽培されると果実の品質は良好である。しかし同一種

子を用いても暖地で作られると，一般に水分が多く澱

粉含量の少い，食味の劣る果実の生産されることが認

められている。この理由は気象要素特に温度較差に起

因すると推定されているが，未だこれを立託するに足

る試験結果は見当らぬ。この試験はその一端を解明す

る目的で行ったものである。試験実施に当つては気象

条件を人工的に調節することが経費その他の点より見

て困難であるから， j訓霊期を変えて生育期間の気象条

件に変化を与え，夫々の下で発育した果実についてそ

の形質を比較検討した。

この試験は 1954年以後継続中であるが， 本報は

1954， 55の両年に得られた結果の一部である。

尚本試験実施に当り御懇篤なる御指導と御校関を戴

いた沢田教筏に深謝申し上げる。

II 材料及び方法

供試品種，竹内，試験地，北大股学部実験lifjl

キ 北海道大学良学部国芸学第一教室

Institute of Horticulture. Faculty of Agri.. Hokl四 1
do Univ. 

下種期， 1954年は6月9日， 6. 25， 7. 11の3回

に分け，犬々早い)闘に第 1，2， 3区とした。 1955年

は6月 15日であった。

仕ー立法は睦1[16m，株間 0.6mに直播し，自主のー

側に蔓を伸し，主蔓の一本仕立として 30 節で~1;j;C:;し

た。仮11伎は発生の都度全部摘除した.着果は 1株1個

宛として 15~22 節の聞に着け他は摘果した。尚開花

期日の範囲を4日としてその聞に開花した個体のみを

IAJえした。他の栽培管理は当地方のi慣行法に従った。

供試個体数は 1処理区 9個体で区 3似体の 3反

復とした。

調査事項中葉面積は，第 5，10， 20， 30節の菜を

「ロール」紙にトレースして切抜き，重量を測定して

一葉の平均莱面積を算出した。これは株の発育の良否

が築面積に敏感に表われるので，各試験区間の草勢の

比較に用いた。

果実の成分は，果実の赤道部に於て周囲8ケ所から

「コルクボーラー」で果肉を打抜き，皮部を 0.5cm除

いてその内似IJ 1.5 cmを採り 'MikroBertrand法」

により分析を行った。非還元糖はJt.¥酸処浬を行い還元

有r!J量:として表わし. 1波粉は同機にして還元結量として

測定したものに係数仰のを来じたものである。

種子数は生育時期によりー果当合種子数が異るので

稔実，非稔実に分けて算定した。又 1955年の試験で
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は人工的に授粉量を制限して果実内の種子数に変化を

与え，種子数と果肉成分との関係を吟味した。

果肉の厚さは極子数を制限した場合 (1955)のその

差を知るために， 分析試料採集用に「コルクポーラ

ー」で打抜し、たものの長さを測定した。

III 結果並びに考察

[1] 選境条件の相異と発育並びに果実成分(1954)

1. 発芽，開花及び収穫期

各区の生育の経過は第1表の通りである。これによ

ると下種期が遅れ気温が高ーまる程，発芽から開花迄の

日数は短縮されている。

第 1表発芽， Ij]1花及び収穫期(1954)

1区

2区

40 (10.12) 

2 葉而積，ー果平均重及び種子数

これについては第2表及び第1図の通りである。日IJ

ち葉市積は 1区を 100とすれば 2，3区は大体 50，

30，と減少し，夫にうれて果実の肥大も全く同ーの傾

第 2表 策面積，一来平均重及び種子数 (1954)

楽町積 一呆'1"均章 一果平均種子数
試験区 l

(州 (gr 隙数|不稔実数

1区 890.7 1 4，725 1 366.1 1 106.0 

2区 418.6 I 2，161 I 325.0 I 108.0 
3区 279.0 I 1，314 i 173.8 I 100.3 

第 1図 葉面積，ー果平均霊及び種子数(1954)

l日1

80 

J旨印

数
40 

20 

.. . 
，.・. 

稔実種子数

_113 

l2J 21互

にコ 3区

向を以って低下した。

従米の試験結果で南瓜の果実の正常な肥大に要する

葉市積はー果当約 15枚とされている。本試験ではー

呆当 30枚として果実の肥大に充分な丈の葉商慣をと

ったのであるが，前述のように気象要素主として気温

の低下に伴って，平均葉市1積とー呆平均重が同一比率

で減少した。 一果当稔実種子数は1区を 100とすれ

ば 2，3区夫々約 90，50であって，時期が遅れ果実

が小さくなるにつれて減少を示した。

3. 果実の成分

第 3表の如く水分合量は下短期が遅れるにつれて著

しくはないが逐次減少し，反対に澱粉含量は増加を示

し区に比し2区は約1.1%，3区は1.5%の増加

になっている。還元糖含量には一定の傾向は見られな

いが，非還元糖含量は僅ながら下短期が遅れるにつれ

て減少する。従って全糖では僅少ながら下種期が遅れ

るに伴って含量が減少する傾向にある。

第 3表果実の成分(生宝?ら)(1954) 

叫吋|土立竺[政 粉 |釘釘釘叩吋E中引叫吋平引り叶|ドド一j非問叩一ド団閣還翫悶元淵精i土土竺竺
1区 I8幻3.96ω95引 7.0140例I2.0341が1.8μ467計I3.8808 
2 区 1 83.329捌 11 8 叩 1 2 μ附9《6〈(1 科附0州64! 3 ω 
3区 18但2.8幻72幻71 8.5臼28幻31 2工μ.1ω82初o. 1. 2957

1 
3.4777 

以との結果と生育期間中の気象条件(第 2，3図多:

!奴)とを比較して見ると，日照時数及びr:H量(開花迄

はill'i7kにより調節した)は各試験区の間に一定の傾向

は見られない。気温については発支持ijから開花迄の草

体発育の前半期は，下極j羽がj庄一れるにつれて気温は高

く較差が少しその後半は反対に気温が逐次低下して

較差が大きくなっている。開花後収穫迄の気温の変化

は下極期が遅れるに従って気温は低下し温度較差は

一般に大きくなっている。この様な条件下で生育した

南瓜は下種期が遅れるにつれて菜面積，一果平均重，

_.果平均種子数が減少する。又果実成分の中，水分，

糖分が逐次減少の傾向を示すに反し，澱粉の含量がよ曽

加してくる。且て洋tA南瓜の果実成分と食味について
なされた報告制〉に照して見ると，開花期頃から収穫期

にかけて或限度内で気温が低下し，温皮較差が大きい

程水分が少し澱粉含量の多い食i味良好な果実が生産

されることになる。これ等の原因としては種々の事項

が考えられる。前記の織に果実発育中の気象条件によ

って・果当在王子数が減少する事実もそのー凶と推察さ

れる。この関係を知るために次の試験を行った。
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第2図 発見一後収穫迄の 10日毎の積算温度及び日平均温度較差(1954)
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第3図 発芽後I収穫迄の 10日毎の平均日照時数及び開花後の雨量 (1954)
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[11] ー果当種子数と果実成分(1955)

同一時期に揺砲し人工的に授粉:量を力rJ減して，その

生育と果実成分を調べた結果は第 4，5表の通りであ

る。即ち 1区のー果平均極子数は 376.5個， 2区はそ

の約 40%に当る 152.1個であった。両区のー泉平均

重，架I訂積，果肉のj享さ等の間に差異は認められなか

った。

県:実成分は陸子数の減少によって水分合量が減じ，

反対に澱粉含量及び僅少ながら糖分合量の増加するこ

とが認められた。以上のことからー果当種子数の多少
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は南瓜果実の澱粉並びに糖分含量を左右する一因をな

すものであることを知り得た。

第4表葉面積，果重，種子数及び呆肉の厚さ

(1955) 

葉面積 一果 一果平均種子数 果肉の

試験区
指数

平均重 厚さ
(gr) 稔実不稔実 (cm) 

1区 100 3，000 376.5 78.3 3.06 

2区 105 3，066 152.1 95.5 3.05 

第 5表果実の成分(生霊?の (1955)

2区

IV摘要

糖

0.85861 2.9034 

1. 47061 3 . 3966 

南瓜 (C.maxima)のl番種期を変えて発育期間中の

気象条件に変化を与え，これが草体の発育及び果実の

肥大と成分に及ぼす影響に勺いて試験を行った。その

大要は次の通りである。

1. 下種期が遅れ発育期間中の気温が或限度内で低

下し，較差が大になる程， (1)菜面積，一果平均重，

及び種子数は減少する。 (2)果実成分中水分及び糖分

は減少の傾向を示し，反対に澱粉は増加する。

2. ー果当種子数を人為的に調節して果実成分を比

較した場合，或限度内で種子数を減ずると水分含量を

減少し，反対に澱粉及び僅かながら糖分合量の増加す

ることが認められた。従って下種期が遅れることによ

る果実の含復子数の減少は，果実の澱粉含量増加の一

因をなすものと推定される。
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Summary 

A study was made of the influence of c1ima-

tological factors during the growing season on 

the growth of plants and on the development 

and constituents (water and carbohydrates) of 

fruits in squash (C. maxima). The seeds 

having been sown on three occasions CJune 9， 

25 and July 11)， three lots of plants were 

grown under different c1imatological factors 

respecti vel y. 

The results may be summarized as follows:ー

(1) The later the sowing times， that is， the 

date when the seeds are sown， the greater 

becomes the temperature fluctuation between 

day and night during the time of growth as 

results， 1) the smaller becomes the leaf area 

and the average weight and number of seeds 

per fruit and 2) the less becomes the water-

and total sugar percen t; on the con trary ， the 

starch percent becomes greater 

(2) By controlling the number of pollen 

grains to the stigma， the author was able to 

see the relationship between the seed number 

and certain composition of the fruit. 

The fruits containing a small number of 

seeds showed lower weter content， while cont-

rariwise they showed higher percentage of starch 

and total sugar. 

From the obove， it seems conceivable that 

the diminution of seed number of fruit by 

postponing the sowing time is one of the causes 

of the increase of starch percent in fruits. 


